
第２期宮城県循環器病対策推進計画（構成案）

第１期計画

第１章 計画の策定

第1節 策定の趣旨

第2節 計画の位置付け

第3節 計画期間

第4節 SDGｓの達成に向けた取組

第2章 循環器病を取り巻く現状

第1節 人口

第2節 健康寿命

第3節 主な危険因子の状況

第4節 死因順位

第5節 年齢調整死亡率

第6節 介護の状況

第7節 医療費の推移

第8節 受療率

第3章 全体目標と基本方針

第1節 全体目標

第2節 基本方針

第4章 分野ごとの課題と施策

第1節 循環器病の予防や正しい知識の普及啓発

第2節 保健，医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実

Ⅰ 健診の普及や取組の推進

Ⅱ 救急搬送体制の整備

Ⅲ 医療提供体制の構築

Ⅳ 社会連携に基づく患者支援

Ⅴ リハビリテーション等の取組

Ⅵ 患者等への適切な情報提供・相談支援

Ⅶ 循環器病の緩和ケア

Ⅷ 後遺症を有する者に対する支援

Ⅸ 治療と仕事の両立支援・就労支援

Ⅹ 小児期・若年期から配慮が必要な循環器病への対策

第5章 総合的かつ計画的な推進

１ 関係者等の有機的連携・協力の更なる強化

２ 循環器病対策の進捗状況の把握及び評価等

３ 計画の見直し

【参考資料】

ロジックモデル・指標一覧

宮城県循環器病対策推進計画策定懇話会構成員名簿

計画策定の経過

第2期計画

第１章 計画の策定

第1節 策定の趣旨

第2節 計画の位置付け

第3節 計画期間

第4節 SDGｓの達成に向けた取組

第2章 循環器病を取り巻く現状

第1節 人口

第2節 健康寿命

第3節 主な危険因子の状況

第4節 死因順位

第5節 年齢調整死亡率

第6節 介護の状況

第7節 医療費の推移

第8節 受療率

第3章 全体目標と基本方針

第1節 全体目標

第2節 基本方針

第4章 分野ごとの課題と施策

第1節 循環器病の予防や正しい知識の普及啓発

第2節 保健，医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実

Ⅰ 健診の普及や取組の推進

Ⅱ 救急搬送体制の整備

Ⅲ 医療提供体制の構築

Ⅳ リハビリテーション等の取組

Ⅴ 後遺症を有する者に対する支援

Ⅵ 循環器病の緩和ケア

Ⅶ 社会連携に基づく患者支援

Ⅷ 治療と仕事の両立支援・就労支援

Ⅸ 小児期・若年期から配慮が必要な循環器病への対策

Ⅹ 患者等への適切な情報提供・相談支援

第3節 循環器病の診療情報の収集・提供体制の整備

第5章 総合的かつ計画的な推進

１ 関係者等の有機的連携・協力の更なる強化

２ 他の疾患等に係る対策との連携

３ 感染症拡大や災害等の有事を見据えた対策

４ 循環器病対策の進捗状況の把握及び評価等

ロジックモデル・指標一覧

５ 計画の見直し

【参考資料】

宮城県循環器病対策推進計画策定懇話会構成員名簿

計画策定の経過

用語の解説

第１期の内容を維持しつつ
第２期に関する内容を更新

第１期の内容を維持しつつ
値を最新値に更新

第１期の内容を維持
（国の基本計画と同じ）

国の基本計画と同様に
項目の並び替えと
一部項目の追加

国の基本計画と同様に
一部項目の追加

ロジックモデル等は
参考資料から第５章に
移動

最新値に更新

２次医療圏単位で抽出可能な
データを追加し、各地域の課
題を「見える化」する。

他の計画との整合性を踏まえ
内容の見直しを行う。

新設

新設

ロジックモデルの解説を加え
るほか、ロジックモデル指標
の見直し・追加を検討する
（目標値の設定も含む）

一般県民に分かりにくい専門
用語の解説集を新たに加える
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資料５

新設

新設

脳卒中登録事業及び心疾患登
録事業を本計画の循環器病の
診療情報の収集に位置付ける

新設された項目を追記

予防・救護については、対策
を強化する必要があることか
ら内容の大幅見直し

医療計画との関連性を明確化

計画期間の変更

宮城県脳卒中・心臓病等総合
支援センター（東北大学病院
内）の役割等（県民向け講
演・医療従事者研修、患者相
談支援）を追加記載


